
Japan Epilepsy Society

NII-Electronic Library Service

Japan 　Epilepsy 　Sooiety

1− C − 15　 イボ テ ン 酸 に よ る 両側

無名 質破 壊 と扁桃 核 キ ン ドリ ン グ

1 − C − 16 正 中離断 ネ コ に お け る

キ ン ドリン グけい れ ん に つ い て
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　 （は じ めに ）

　我 々 は 昨年 度 の 本学 会 で 、イボ テ ン 酸 （工BO ）に よ る両

側 無 名 質破壊が、カ イ ； ン 酸誘発に よ る 扁桃核発作 の 二 次

性全般化を抑制す る こ とを報告 した 。 今回 は 、 ラ ヅ トの 扁

桃核キ ン ド リ ン グ に 両 側無名質破壊の 及 ぼす影響 を検討

し・興味ある結果が得 られた の で 報告する。

（方法）

　実験 に は wister 系 ラ ツ ト （17匹 、 250〜320　g ）を用い

た 。 定位的に 左扁桃核及 び左海馬に 双極電極 を刺入 した 。

同時に 両側無名質に IBOを2
μ gずつ 注入 した （SI 群 ： 10

匹 ）。 コ ソ ト P 一ル 群 （7匹 ）に は 、 1ノ ン 酸緩衝液 を 2μ 1

ず つ 注 入 した 。 術後8日 以上 の 回復期間を 置い て 、キ ン ド

リ γ グを 開始 し、脳 波 及 び 臨床所見 を 観察 し比較検討 し

た 。 実験終 了後、脳 を 潅流固定 して 光 顕 に よ る 病理組 織学

的検討を 行った 。

（結果 ）

　 コ ン ト 卩
一ル 群 は 7．2± ／．4回の 刺激 て キ ン ドリン グを

完成 し た。SI群 は キ ン ド リ ン グの 完成 が 著明に 遅延 し

た。こ れ は 、stage 　l ，皿の 時期が 遷延 した もの で 、二 次性

全般化が 遅れて 出現す る こ とを示 して い る 。 病 理学 的所 見

で は 、両側無名質に 限局 した破壊巣を み とめ た 。

（考察及び結論）

　無名質に 存在する コ リ ン 系の 細胞は、扁桃核及び大脳皮

質に 対 して密接な 繊維連絡がある 。 IBO に よ っ て 両側無名

質を破壊する と扁桃核キ ン ド リ ン グ初期 の 変化が 抑制 され

た 。 こ の 事実 の 説明 と して 、1）無名質が 二 次性全 般化の

主な中継核 と考え る と、扁桃核か らの 発作伝播が無名質で

絶 たれ るた め 他の 経路を 介 して大脳 皮質に 伝播す る こ とに

な り、キ ン ド リン グの 完成 が 遅延 す る 。 2 ）ア セ

 
コ V ン

系の 無名質は 扁桃核キ ン ド リ ン グに 対 して 促進的な 働ぎを

持ち 、無名 質破壊に よ り扁桃核発作の 発展が抑制される事

な どが 示唆 され た 。

　我 々 は 、てんかん原性の 波及や焦点発作の 二 次性

全汎化経路につ い て 、脳半側摘除 ネ コ （半脳群 ）を

用 い て研究 してきた 。半脳群 の キ ン ドリン グ形成過

程は 、正 常未処置 ネ コ よ り短時周 で 形成された 。け

い れん の 様態 を脳梁離断 ネ コ （SPI 群 ）と比較 し、

両群とも両側左右対称性 け い れん であ り、正常未処

置ネ コ （正 常群 ）と 差がな い こ と を報告 した 。また 、

前回は予備実験として 、脳梁離断に前交連の 加熱破

壊 を 加 え た ネ コ （SP 皿群 ）2 匹を作成しキ ン ド リ

ン グ形成 を施行 した。

　今 回は 、新たに 3 匹 の SP ∬群 を作成 し、すでに

発表 した我 々 の SPI 群 と比較す る と ともに 、過去

の報告を批判的に検討 し、異同を明らか にする 。

　方法 ： 平均体重 3．　Okgの ネ コ を用 い SPI 群 5匹 、

SP ］群 5匹 を作成 した 。ペ ン トバ ル ビタ
．一．

ル で麻

酔後 、ス テ レオ タキシ ッ クに脳 を固定 し、頭蓋骨 を

露出 して 正中縫合線左縁沿 い に約 8× 25mmの 骨除去

を施行 した。硬膜 切開後 、直視下 で脳梁を吸引離断

した （SPI 群）、さ ちに 前交連 を Radio　 Fpequ−

ency 　 Lesion　 Generator を用 い て 80℃ 、120 秒間の

加熱破壊を施行した （SPI 群 ）．その後 、両群と

も左右外側扁桃核、右背側海馬 、中脳網様体、前頭

部皮質に電極を挿入 し、術後
一一

ヶ 月以上 の十分な回

復 の 後に、キ ン ドリン グ形成 を施行 し、その 進行過

程を比較検討 した ．

　詰果 ：   全身け い れ ん に 至 るま で の 刧激固数は．

SPI 群 は平均 16．5回 、SPH 群 は平均 15．2回 、正

常群は平均21．O回で あっ た。  SPI ・皿群 とも刺

激初期 より脳波上で両側性 に after 　dischargeが認

め られた 。  SPI ・1群と も全身け い れんは両側

性、左右対称性 で あ っ た。

　結論 ：我 々 の実験では、正常未処置ネコ 、脳半側

摘除ネ コ 、脳梁離断 ネ コ （前交 連破壊 を含む ）の け

い れ んは 、両側左右対称性で あ り、従来い われたよ

うに左右非対称に な る こ とは ない 。
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